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世田谷区認知症施策評価委員会名簿（令和６年１０月１日～令和８年９月３０日） 

 区分 氏名 職（所属）等 

１ 本人 貫 田 直 義 
テレビ東京アメリカ元社長、 

元テレビ東京プロデューサー 

２ 本人 丹 野 玲 子  元介護職 

３ 学識経験者 大 熊 由 紀 子 国際医療福祉大学大学院教授 

４ 学識経験者 村 中 峯 子 神奈川工科大学健康医療科学部看護学科 特命教授 

５ 学識経験者 田 中 富 美 子 
弁護士、世田谷区社会福祉協議会成年後見センター 

事例検討委員会副委員長 

６ 学識経験者 永 田 久 美 子 
認知症介護研究・研修東京センター副センター長 

（研究部部長） 

７ 学識経験者 西 田 淳 志  (公財) 東京都医学総合研究所社会健康医学研究センター長 

８ 専門医 大 島  健 一 都立松沢病院認知症疾患医療センター長 

９ 専門医 長 谷 川 幹  世田谷公園前クリニック名誉院長 

１０ 地区医師会 太 田 雅 也  (社)世田谷区医師会副会長 

１１ 地区医師会 山 口  潔  (社)玉川医師会理事 

１２ 地区歯科医師会 村 上  直 弘 (公社)世田谷区歯科医師会担当理事 

１３ 地区歯科医師会 粟 屋  剛  (公社)玉川歯科医師会担当理事 

１４ 地区薬剤師会 佐 伯 孝 英  (社)世田谷薬剤師会監事 

１５ 地区薬剤師会 橋 元 晶 子  (社)玉川砧薬剤師会理事 

１６ 地域団体 小 池 宗 和  世田谷区民生委員児童委員協議会副会長 

１７ 地域団体 髙 橋 和 夫  世田谷区町会総連合会副会長 

１８ 地域団体 小 塚 千 枝 子 世田谷区商店街連合会女性部相談役 

１９ 地域団体 髙 橋 聰 子  在宅介護家族の会「フェロー会」代表 

２０ 地域団体 中 澤 ま ゆ み 
認知症カフェ多職種ケアネットワーク 

「せたカフェ」代表、福祉ジャーナリスト 

２１ 地域団体 岡 﨑 克 美  世田谷区社会福祉協議会副会長 

２２ 介護保険事業者等 徳 永 宣 行  世田谷区介護サービスネットワーク代表 

２３ 介護保険事業者等 相 川 し の ぶ 世田谷区ケアマネジャー連絡会会長 

２４ 介護保険事業者等 氏 家  雅 史 経堂あんしんすこやかセンター 

２５ 介護保険事業者等 佐々木 由実 九品仏あんしんすこやかセンター 

２６ 介護保険事業者等 遠 矢 純 一 郎 世田谷区認知症在宅生活サポートセンター代表 

２７ 学生 浪井 百合香 昭和女子大学人間社会学部福祉社会学科 

２８ 学生 庄司 のどか 昭和女子大学人間社会学部福祉社会学科 

資料１ 
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世田谷区認知症施策評価委員会パートナー名簿（令和６年１０月１日～令和８年９月３０日） 

 

 氏名 職（所属）等 

１ 
貫 田 弥 生 

    友 子 
貫田直義委員パートナー 

２ 石 川 泰 子 丹野玲子委員パートナー 
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令和6年度

第２期世田谷区認知症とともに生きる

希望計潱に基づく取組みの進捗状況

及び評潊について

資料２
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1

1

第２期世田谷区認知症とともに生きる希望計潱の澜要１
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2

2

計潱の展澒゗ピーカ図

● 計潱の目的

世田谷区認知症とともに生きる希望条例に掲げ

る「一人ひとりの希望及び権利が尊重され、とも

に安心して自分らしく暮らせるまち、せたがや」の

実現を目指し、区としての中長期の構想のもと、

認知症施策を総合的に推進すること。

● 第２期計潱において目指す将来像

条例の基本理念が広く浸透し、地区のゕアオペユ

が全区で展澒するとともに、認知症の本人が自

らの思いを発信・社潺参潱しながら、地域でとも

に希望を持って暮らせるまち

● 計潱の期間

•令和６年度（２０２４年度）から令和８年度（２０２
６年度）までの３年間。

•第１期計潱の内容を引き継ぎながら、より良い
取組みを全区的に広げていく。

第2期世田谷区認知症とともに生きる希望計潱について
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3

令和6年度における認知症施策の主な進捗状況及び評潊２
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4

以潅の「令和６年度重点的な検討項目」について、区と認知症在宅生濏エバーセギユゲーを事務局とした

「スーパ別ヒースゖユィ」を澒催し、多様な関係者との連携・協働により取組みを推進する。

【令和６年度重点的な検討項目】

検討スーパ 検討内容

１ 認知症月間゗ヌユセ
9月21日（土）に保健医療福祉総合ナボォで澒催予定の「希望条例施行
4周年・令和6年度認知症月間゗ヌユセ」の内容について 等

２ 情報収集・発信の強潆
•区のおしらせ8月25日号（地域版・１面のみ）の掲載内容について
•認知症在宅生濏エバーセギユゲーのHPの充実策について

３
医療・潹護・
あんしんすこやかギユゲーの
連携強潆

医療機関からあんしんすこやかセンターやケアマネジャーに繋がる
仕組みの強化について 等

４ 私の希望トゔ゗マ
•本人が希望を表出するための環境とツールについて
•本人の希望を叶えていく仕組みについて

５ ゕアオペユゴービ
ゕアオペユゴービの全地区結成に向けて、あんしんすこやかギユゲー等への
必要な支援等について 等

■ スーパ別ヒースゖユィの進捗状況

スーパ別ヒースゖユィの澜要
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5
スーパ別ヒースゖユィの進捗状況

⚫ 令和６年９月２１日（土）に世田谷区保健医療福祉総合ナボォにて、「希望条例施行4周年・令和6年度認知症月
間゗ヌユセ」を澒催した。

⚫ ゗ヌユセの第１部では、認知症講演潺やゕアオペユ講座を、第２部の体験型゗ヌユセでは、モーアオペザナやヂモ゗ゕ
ユ喫茶（認知症ゞト゚（せたOHA）と本人交流潺による合同企潱）を実施するとともに、澭地区のゕアオペユゴービ
や希望条例についての展示ウーソー、もの忘れ相談ウーソーなどを行った。

取組み内容

評潊

⚫ ゕユイーセでは、地域の中にゕアオペユゴービがあ

ることに希望を濻じるなどの前向きな声があり、

「認知症観の転濾」につながる゗ヌユセになった。

⚫ ヂモ゗ゕユ喫茶の参潌者が、後日澒催した本人

交流潺にも参潌するなど、「本人発信・社潺参潌

の推進」につながった。

潦題

⚫ 「本人発信・社潺参潌の推進」につながる企潱を

一層検討するとともに、参潌者のゾーキに合った講

演内容や参潌者の生濏に役立つウーソーの検討

なども行う。

⚫ 条例施行５周年にふさわしい゗ヌユセを検討し、条

例の理念の普及や区民の認知症観の転濾を図る

機潺とする。

１ 認知症月間゗ヌユセヒースゖユィ

＜ 講話の様子 ＞ ＜ ハワイアン喫茶の様子 ＞
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6

6
スーパ別ヒースゖユィの進捗状況

区報8月25日号1面により、地域参潌や認知症あんしんゟ゗ゼドザア、認

知症月間゗ヌユセについての情報発信を行った。砧地域の事例に基づい

て、認知症になってからも交流できる場所が身近にあることを、多くの方

の目に留まりやすい4ウパ漫潱を用いて紹潹した。

取組み内容

評潊

認知症ゟ゗ゼドザアに関するお問い合わせや゗ヌユセへの申し込みが多数
寄せられた。これは紙面の内容が区民に伝わり、認知症について考える
機潺を提供したことで、行動を促す結潕になったと考えられる。

潦題

⚫ 認知症観の転濾を推進するためには区報等の多くの区民が目にする
媒体を濏用した情報発信を継続していく必要がある。

⚫ SNSやズカゲマエ゗ダーカなどの新しい広報手段の濏用も検討しなが
ら、多世代に向けた情報発信を強潆していく必要がある。

２ 情報収集・発信の強潆ヒースゖユィ

■ 区のおしらせ「せたがや」による情報発信
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7
スーパ別ヒースゖユィの進捗状況

•冊子ごとに分かれていた認知症に関する情報を漬断的
にまとめ、HPの特性を生かした情報の一元潆を図った。

•あんすこが実施する゗ヌユセ情報を集約し、掲載すること
で情報の一元潆を図った。

取組み内容

認知症在宅生濏エバーセギユゲーノービネーカの充実

２ 情報収集・発信の強潆ヒースゖユィ

NEW

評潊

認知症の基本情報や、認エバとあんすこがそれぞれ発信して

いた゗ヌユセ情報を一元潆することで、認知症施策のバーゲマ

エ゗セとして発展させ、利便性を向上させることができた。

潦題

•ノービネーカの認知度向上に取り組む必要がある。

•情報量の増潌に伴い、区民等がより見やすく、利用しやすい
ミ゗ゕ゙セ等を検討する必要がある。

゗ピーカ図

認知症の基本情報 あんすこ゗ヌユセ情報

NEW NEW

認エバノービネーカ

認サポHPはこちらをクリック
https://setagaya-ninsapo.jp
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8

8
スーパ別ヒースゖユィの進捗状況

取組み内容

評潊 潦題

３ 医療・潹護・あんしんすこやかギユゲーの連携強潆ヒースゖユィ

⚫ 認知症の本人や潑族および支援者と共に作成した「認知症あんしんゟ゗ゼドザア（本冊・別
冊・資料編）」を、医療機関や薬局等１４００か所へ配布した。
本冊子では、認知症の本人の声や状態に漩じた必要な支援、社潺資源の紹潹など様々な情
報を提供している。

⚫ 診断後支援に着目し、医療機関で診断された本人や潑族があんしんすこやかギユゲーにつな
がり、継続した相談支援が受けられる体制を目指し、「認知症あんしんゟ゗ゼドザアの紹潹ゴボ
オ」を作成し、医療機関に配布の協力を依頼した。

区内のもの忘れ診断地域連携病院と医師潺が集まる研究潺において、区の認知症施策お
よび診断後支援の取り組みについて周知し、協力を依頼した。

両歯潓医師潺主催の研修潺にて、希望条例の周知と合わせて、歯潓医院での気づきや対漩
の工夫、あんしんすこやかギユゲーへのつなぎ方など、具体的な情報提供を行った。

⚫認知症あんしんゟ゗ゼドザアや紹潹ゴボオを作成し、
澭関係機関への周知を図り、診断後支援の体制構
築にむけた土台づくりを行った。

⚫医療機関・潹護・あんしんすこやかギユゲーの現状を踏
まえ、多様な関係機関と連携・協働し、潦題の潻決に取
り組む必要がある。

NEW

NEW
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9

9
スーパ別ヒースゖユィの進捗状況

取組み内容

４ 「私の希望トゔ゗マ」ヒースゖユィ

区民が、認知症になってからも自分らしく暮らし続けるための備えとして、認知症になる前及びなった後においての生濏に係る自らの思い、希望又は意
思を繰り返し書き記す潪程及びその文書又は記録をいう。 「私の希望トゔ゗マ」は単なる書式ではなく、運用ナムギガを含めた全体の仕組み。

私の希望トゔ゗マとは

●「私の希望トゔ゗マ」の取組みの推進に向けて、検討潺を澒催し、今後の方向性について検討した。
【ピユッー】

    永田委員、西田委員、氏潑委員、漞矢委員、あんしんすこやかギユゲー職員（佐々木委員の代理出席）、事務局
【ス ー パ】

    今後の方向性および試行の進め方について
【澵認事項】
• 「本人が安心して希望を表出する仕組み」に焦点をあて、２月以降、本人が希望を表出するための試行を実施する。試行と検
証を繰り返し、本人参潱のもと、段澓的に取組みを進めていく。
•゗ユト゜ーパマな場だけでなく、イゕナボユ作成等の行政エーテガの機潺を濏用した、「私の希望トゔ゗マ」の取組みについても
検討する。
•本人が安心して、希望を語り合う場所の充実が求められる 。

 

「私の希望トゔ゗マ」の導入・推進に向けて、検討すべき潦題や具
体的な方向性を整理し、関係者間で共有することができた。また、
試行内容を精査し、第１潼目の試行内容を決めることができた。

⚫第１潼目の試行結潕をもとに、次の試行に向けて、本人が安心して
希望を表出するための澇善点や新たなゕナムーゴ等を検討する必
要がある。

⚫本人が安心して希望を表出できる場の充実に取り組む必要がある。

NEW

評潊 潦題
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10

10
スーパ別ヒースゖユィの進捗状況

⚫ 9/21認知症月間゗ヌユセにおいて、澭ゕアオペユゴービの濏動を紹潹する展示ウーソーを設置した。

澭ゕアオペユゴービのゕアオペユの澜要、結成の経緯、潦題などを把握するためのゕユイーセを行った。ゕアオペユ

ゴービ同士の交流潺（３月実施予定）において、この結潕を共有し、ゕアオペユゴービの濏性潆につなげていく。

       ⇒ゕアオペユゴービが「有る」と潼答したあんしんすこやかギユゲー…２６地区（令和７年２月現在）

取組み内容

評潊

⚫ ゗ヌユセにおいてゕアオペユゴービの濏動を紹潹す

ることで、世田谷区には認知症になってからも参

潌・濏躍できる場があることを伝えることができた。

⚫ 濏動状況に関するゕユイーセを行ったことで、ゕア

オペユゴービの結成や継続的な濏動に必要となる

支援策の検討に重要となるバ゗ユセが把握できた。

潦題

⚫ 認知症であってもなくても支え合いながら安心して

暮らせるまちを築くため、ゕアオペユゴービの情報を

より多くの区民等に伝え、取組みの輪を広げていく。

⚫ ゕアオペユゴービの結成や、結成後の持続潍能な

濏動に向けた支援策を検討し、ゕアオペユゴービの

取組みを発展させていく。

５ ゕアオペユゴービヒースゖユィ

＜ アクションチームの活動展示＞

NEW
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11
■ その他認知症施策の取組み

１

内容 ゕアオペユ講座（世田谷版認知症エバーゲー養成講座）の受講人数

目標値 3,180人 実績 ３,１１８人（令和７年３月見込み）

取組み
内容

• これまで地域の濏動ィマーナ、区民団体や企業からの依頼に基づき行っていたゕアオペユ講座
に潌え、誰でも自由に参潌できる参潌者公募型のゕアオペユ講座を澒始し、団体やィマーナに
所属していない方でも気軽に参潌できる漉境を整えた。

• ゕアオペユ講座を澒始してから3年が経潪したため、より良い講座にするために、講師を務める
あんすこ職員の意見を取り入れながら、ス゠ガセの更新作業に取り組んでいる。

第2期計潱で掲げた行動目標の進捗状況（令和６年度実績）

２

内容 教育分野（小中澿校等）でのゕアオペユ講座の実施潼数

目標値 ２１潼 実績 1９潼（令和７年３月見込み）

取組み
内容

• 小澿生でも理潻しやすいよう、小澿生用のス゠ガセを作成し、講座内容の充実を図った。
• あんしんすこやかギユゲーの職員向けに、小澿校での澒催経験が豊富なあんすこ職員によりチ
゙ヂ゙を共有する機潺を設けた。
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12

12

４

内容 地域づくりの推進役の育成人数 ※地域づくりの推進役＝ゕアオペユ講座実施者、認知症地域支援推進員

目標値 ２８名（澭あんすこ1名） 実績 ５１名

取組み
内容

ゕアオペユ講座実施者を45名、認知症地域支援推進委員を6名育成した。

第2期計潱で掲げた行動目標の進捗状況

５

内容 イゕパダカブー等専門職への研修

目標値 充実 実績 充実

取組み
内容

・日本版BPSDイゕナムィボビにおけるゕゼヒゾガセミーゲー養成研修（オガスビを使用できる者）
において、40名を育成した。（前年度より9名増）
・世田谷区福祉人材研修ギユゲーにおいて希望条例、認知症イゕや多職種連携など複数のスー
パの研修を実施した
・イゕパダ連絡潺で認知症イゕおよびBPSDについて情報発信を行った。

３

内容 本人交流潺やゕアオペユ講座、潺議等に本人が参潱した潼数

目標値 ２2潼 実績 ３６潼（令和７年３月見込み）

取組み
内容

本委員潺への参潱や、認知症月間゗ヌユセでの認知症本人交流潺とゝミユカゞト゚せたOHAの
共同企潱によるヂモ゗ゕユ喫茶など、本人参潱のもと事業を実施した。
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13

13

７

内容 潹護予防講座※の受講人数 ※潹護予防筋力ゕザナ教室、まるごと潹護予防講座等

目標値 485名 実績 ４９６名（令和６年度見込み）

取組み
内容

潹護予防筋力ゕザナ教室及びまるごと潹護予防講座のナムィボビの一つとして「認知症への備
え」をスーパに講話を実施した。

８

内容 認知症ッポゕトポーについて検討する機潺

目標値 検討 実績 検討・取組みの一部実施

取組み
内容

認知症本人交流潺において、濏動拠点である「保健医療福祉総合ナボォ」内の施設案内ナミー

セ等について、認知症当事者の目線で、施設の使いづらさや澇善点についての意見を出し合った。

今後は、意見を取りまとめ区担当所漎潦に提出する予定。

第2期計潱で掲げた行動目標の進捗状況

６

内容 認知症エバーセ医等医療機関との連携した対漩

目標値 検討・実施 実績 検討・実施

取組み
内容

資料２・P８「医療・潹護・あんしんすこやかギユゲーの連携強潆ヒースゖユィ」のとおり。
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14

14

その他澭事業の主な実績

事業名
令和５年度実績 令和６年度実績（11月現在）

澒催潼数等 参潌者数 澒催潼数等 参潌者数

１ あんしんすこやかギユゲーのもの忘れ相談 ー 実数1,147人
延数9,787人 ー

実数703人
延数4,780人
※9月現在

２ もの忘れゴ゚ザア相談潺 28潼 81人 20潼
(全２８潼予定) 54人

３ 認知症初期集中支援ゴービ事業 ー 150人 ー 100人

４ 認知症潑族のための心理相談 10潼 17人 6潼
(全10潼予定) 15人

５ 認知症を知る講座（令和6年度から実施） ー 3潼
(全４潼予定) 234人

６ 認知症本人交流潺（本人のみ計上） 5潼 13人
4潼

(全６潼予定) 21人
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各委員による事例紹介及び意見交換について 

 

 

 

１．主旨 

 認知症施策評価委員会委員やパートナーにより、それぞれの立場から認知症

に関する事例を紹介してもらい、その事例をもとに、委員間で意見交換を行う

ことで、認知症に関する経験や課題の共有を図り、今後の認知症施策に活かす

ことを目的に実施する。 

 

 

２．事例紹介者 

１ 永田 久美子 委員 

２ 丹野 玲子 委員 

３ 浪井 百合香 委員、庄司 のどか 委員 

 

資料３ 
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令和６年度地域包括ケアの地区展開報告会

～参加と協働による地域づくりの取組み～
（一部抜粋）

当日の報告会の様子は、「Youtube」にて動画配信を予定しています。（３月公開予定） あ

YouTubeのリンク先 https://www.youtube.com/user/SetagayaCity

参考資料

令和7年1月30日（木）
北沢タウンホール
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みせるぜ！
上町地区の底力！
～希望が繋がる、人生が輝くまち～

上町児童館
かみぞうくん

上町まちづくりセンター
代官ホタルン

上町あんしんすこやか
センター
あんすこ君

社会福祉協議会
上町地区事務局
ココロン

P
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上町地区といえば・・・

ボロ市
市町見廻り代官行列

世田谷区役所

Q
22 / 79



上町地区

人口は５３，８４０人で、

区内28地区の中で２番目に多い

面積は２．５６４ｋ㎡で、

区内28地区の中で７番目に大きい

０～１４歳の人口は６,６３３人で、

区内28地区の中で2番目に多い

65歳以上の人口は10,832人で、

区内28地区の中で3番目に多い

上町地区の概況
（令和６年４月１日現在）

R
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上町地区まちづくりビジョン
◼安全･安心、誰もがいつまでも住み続けたいまちづくり

実践的な防災対策と防犯対策に積極的に取り組み、生涯を通して安全で安心し

て住み続けられるまちをめざします。

◼つながり･活気、活き活きとしたまちづくり

「人とのふれあい・つながり・思いやり」など住民同士の交流や絆を大切にす

るとともに、若者の地域参加や商店街の活性化を図り、活き活きと活気のある

まちをめざします。

◼『世田谷のボロ市』歴史･文化･伝統、次世代につなぐまちづくり

大場代官屋敷（国の重要文化財）と世田谷のボロ市（都の無形民俗文化財）に

象徴される歴史や文化のまちとして、ボロ市を継承しながら、まちの活性化と

地域住民の交流の場となるまちをめざします。
S
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上町地区の課題

「新たな地域の担い手の発掘」を視野に課題解決に取り組んでいる

転入してきた子育て世帯
や、単身高齢世帯が自宅
にこもり、孤立してい
る｡
同じような悩みを抱えた
者同士が交流したり､地
域とつながりのない住民
が気軽に立ち寄れる居場
所づくりが必要である｡

地区における災害へ
の対応力を高めるた
め、より多くの住民
や団体の参加と協働
による、自助、共助
の取り組みの推進が
課題となっている。

高齢者の「いつまで
も住み慣れた地区で
日常生活を送りた
い」という声に応え
るため、地区全体で
高齢者の見守り活動
をさらに広めていく
必要がある。

見守り活動の推進 地区防災力の向上 居場所づくり、交流

T
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アクション講座

 

誰でも、いつかは認知症になる潍能性があります。子供も大人も自分事として
考え、将来自分が認知症になっても希望をもって、自分らしく安心して生濏ができ
る地域を区民みんなで一緒につくっていくために、世田谷区ではこの条例を作り
ました。ひとりひとりが認知症になる前の「そなえ」を考えることが大切です。自分

の希望や権利が尊重され、認知症の方もそうでない方もともに安心して暮らせる
地域を目指して、世田谷区民みんなでゕアオペユを起こしていきましょう。 
上町あんしんすこやかギユゲーでは、地域の方や関係機関とともにゕアオペユを起

こすきっかけづくりとして、世田谷区の希望条例について「ゕアオペユ講座

（世田谷区版認知症エバーゲー養成講座）」を澒催いたします。 

日時：令和 4年 1２月２０日（潙）午前 1４時～1５時 30分 

潺場：上町まちづくりギユゲー 3澓濏動トムゕー（潅記地図を参照） 
内容：①認知症について知ろう②考えてみよう、話し合ってみよう 

     ③ちょっと一緒に動き出そう ※ィマーナモーアを交えて行います。 

対象者：65 歳以上の区民の方（町潺長、民生委員、金融機関、世田谷警察、
中漦図書館などの機関の方のご参潌も予定しております） 

申込先：上町あんしんすこやかギユゲー（地域包濎支援ギユゲー） 

        ☎03-5450-3481   FAX03-5450-8005 

上町駅 

会場：上町まちづくりセンター 

（3階活動フロアー） 

U
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第１回 アクションミーティング

 

第 1潼 上町ゕアオペユヒースゖユィ 

先日のゕアオペユ講座へのご参潌、大変ありがとうございました。 

ゕアオペユゴービ濏動へのご賛同を頂きました澎様へ、第 1 潼上町
ゕアオペユヒースゖユィのご案内です。 
今潼はガゲーセの潺として、澎様の「やってみたいこと」「これがあっ

たらいいな」など、自由に話し合う場、つながりを作る機潺としたいと

考えております。認知症の方もそうでない方もともに安心して暮らせる
地域を目指して、地域の人の望みを一緒に濗えるゕアオペユについて、
ご一緒に考えてみませんか。 

日時：令和５年３月９日（木）午後 2時～3時 30分 

潺場：上町まちづくりギユゲー 3澓濏動トムゕー（潅記地図参照） 
内容：①ゕアオペユゴービとは  

②みんなで考えてみよう、話し合ってみよう 

③今後の濏動について    

※ィマーナに分かれて話し合いを行います 

連絡先：上町あんしんすこやかギユゲー 

       ☎03-5450-3481   FAX03-5450-8005 

上町駅 

会場：上町まちづくりセンター 

（3階活動フロアー） 

V
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第２回 アクションミーティング

 

第 2潼 上町ゕアオペユゴービ ヒースゖユィ 

「世田谷区認知症とともに生きる希望条例」に基づき、濏動を澒始

しました上町ゕアオペユゴービ ヒースゖユィのご案内です。 
認知症の方もそうでない方も、ともに安心して暮らせる地域づくりを

目指して、地域の人の望みを一緒に濗えるゕアオペユについて、ご一緒
に考え濏動してみませんか。 

今潼は、前潼の第 1 潼ゕアオペユヒースゖユィで話し合った「やって
みたいこと」「これならやれるかも」「これがあったらいいな」などのご
意見について、より具体的なゕアオペユを考えていきたいと思います。 

日時：令和５年５月９日（潙）午前 10時～１１時 30分 

潺場：上町まちづくりギユゲー 3澓濏動トムゕー（潅記地図参照） 
内容：①ゕアオペユゴービとは  

②取り組むゕアオペユについての話し合い 

③今後の濏動について    

連絡先：上町あんしんすこやかギユゲー 

       ☎03-5450-3481   FAX03-5450-8005 

上町駅 

会場：上町まちづくりセンター 

（3階活動フロアー） 
かみまち

オレンジカフェ

３つのアクションチームの取り組みが誕生！

かみまち
大人のあそび場

多世代交流
（ラジオ体操）

W
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取り組み①

かみまち
オレンジカフェ

（認知症カフェ）

～Action team～

X
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かみまち
オレンジカフェ
（会場候補見学）

PO
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 ☕ かみまちオレンジカフェ ☕ 

美味しいコーヒーはいかがですか？ 

建物からの眺望を楽しむもよし 

みなさんとおしゃべりするもよし 

日々のお困りごとも相談できます 

ゆったりのんびりお過ごしください 
 

日時：偶数月 第 2水曜日 14：00～15:30 
（15：00までにはお越しください） 

会場：グランダ世田谷上町 5階ダイニングルーム 

所在地：世田谷区桜 3-32-10 （下記地図参照） 

連絡先：03-5426-3922 （グランダ世田谷上町） 

会費：300円 （当日持参） 

予約不要 

＜令和 6年度年間スケジュール＞ 

4/10、6/12、8/14、10/9、12/11、令和 7年2/12 
 

 主催：上町地区アクションチーム 

①上町まちづくりセンター ②社会福祉協議会 上町地区事務局 

 ③上町児童館 ④上町あんしんすこやかセンター（地域包括支援センター） 

 

 

有料老人ホーム 

グランダ世田谷上町 

◆お問い合わせ先 

上町あんしんすこやかセンター 

  ０３－５４５０－３４８１ 

グランダ世田谷上町 

  ０３－５４２６－３９２２ 

 参加者募集！ 

かみまち
オレンジカフェ

PP
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取り組み ②

かみまち
大人のあそび場

～Action team～

朗読で言葉を楽しむ、
早口言葉・歌で声を出す

PQ
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かみまち大人のあそび場（顔合わせ会）

 

 

 

上町地区のゕアオペユゴービ 

地域で暮らす澎様とご一緒に、濁しい交流ができることを目指し濏動 

している上町ゕアオペユゴービ（潄読・朗読ゴービ）です。 
今潼は、上町まちづくりギユゲーにて松丘町潺の町潺長事務所で行って

いる「言の葉の潺」さんの朗読潺と地域住民による澗郎売（早口言葉）、 
澄かし曲を潗う等を行う企潱を計潱中です。 

今後、8/16（水）・9/20（水）・10/18（水）・11/22（水）・12/20

（水）・令和 6年 1/17（水）・2/21（水）・3/27（水）いずれも上町まち 

づくりギユゲー 4澓濏動トムゕーで 14：00～行う予定です。 
それにつきまして、「潄読・朗読潺ゴービ」の澎さんに、交流潺の構成等の 

具体的な話し合いを行います。以潅の日時にてご参潌お待ちしております。 

日時：令和 5年８月 2日（水）10：00～11：30 

場所：上町まちづくりギユゲー ３澓濏動トムゕー 

お問合せ：上町あんしんすこやかギユゲー担当：國島 

０３－５４５０－３４８１  FAX０３－５４５０－８００５ 

信用金庫 

世田谷通り 

ボロ市通り 
病院 コンビニ 代官屋敷 

 

世田谷駅 
上町駅 

上町まちづくりセンター 
（会場は 3階活動フロアーです） 

 

PR
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～朗読と早口言葉による声出し・澄かしい潗で濁しもう～ 

♪ 上町地区のお濁しみ潺 ♪ 

（５分間の休憩後）１５：１０頃～１５：４０  みんなで潗おう！ 

        ＜上町地区ゕアオペユゴービ：松丘町潺協力＞ 

季節に合わせた唱潗をご用意しております。当日のお濁しみ♪  

日時：第３水曜日１４：００～１５：０５  ※令和６年度は８月と１月は休会 

内容：早口言葉・朗読・季節にちなんだ懐かしい歌 

対象：世田谷区にお住まいの方 

参加費：無料（定員３０名） ※定員数が超えた際は、入場できない

場合がございます。 

会場：上町まちづくりギユゲー ４階活動トムゕー（裏面地図参照） 

※感染対策のため、受付名簿へ「氏名・住所・電話番号」のご記入をお願い致します。 

 

 予約不要！ 

 

＜上町地区ゕアオペユゴービ：地域住民＞ 

梅谷氏による早口言葉 

「ゕ゗゙゛ゝ」の唄に合わせて、潗いながら手指の体操！ 

みんなで声出し！早口言葉に挑戦！ 
 

１４：００～１４：１５ 

（５分休憩後）１４：２０頃～１５：０５頃    朗読を濁しもう！ 

読書好きの方・読書が苦手で読んでくれるならと聞く専門の方も大漄迎！！ 

＜上町地区ゕアオペユゴービ：朗読を濁しむ潺「言の葉」＞ 

「言の葉」ピユッーによる朗読 

 

①「ヌム出しゴペユパ」 斎藤 隆潹 作 

②「予濻」 山川 方夫 作 

③「モ゗ユミザゼの夜」 稲葉 真弓 作 

１２月１８日の演

１月休潺 

共催：①上町まちづくりセンター ②社会福祉協議会上町地区事務局 

 

主催：上町地区 

アクションチーム 

③上町児童館 ④上町あんしんすこやかセンター（地域包括支援センター） 
 

関係者の都合により休止 

かみまち
大人のあそび場
朗読で言葉を楽しむ、
早口言葉・歌で声を出す

PS
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取り組み③

多世代交流
（みんなで集う、笑う）

～Action team～

PT
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その１
児童館での
多世代交流

PU
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その２
ラジオ体操

日時
毎週水曜日
午前１０時から

会場

上町まちづくりセンター隣
天祖神社境内

雨天中止

PV
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取り組み④

都営住宅を中心とした
買い物弱者支援

および居場所づくり

PW
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都営桜一丁目アパート周辺で抱えている課題

・公共交通機関への
アクセスのしにくさ

・小売店の閉店

・急な坂

→買い物が不便

PX
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移動販売車による
買い物弱者支援

日時
毎週月曜日
午後1時から２時まで

都営住宅居住者の日常生活
の利便性の向上とコミュニ
ティが活性化したらいいな

QO
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お気楽さくら茶話会 課題の共有
課題の解決に向けた協議

QP
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お気楽さくら広場
日時
毎月第2木曜日
午前10時から QQ
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今後の展望

↑アクションチームジャンパー

・ボロ市など地区内のイベントとのコラボ

・学び交流会の定期開催

・関係機関との顔の見える関係の発展

・上町地区のまちづくり

↑アクションチーム
缶バッジ

↑学び交流会

QS
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子どもから高齢者まで、

みんなが昿るく暮らせる町

それが松沢!!  

    ～多世代で取り組もう～

疖痕６年度

地域暴括ケアの地樄展開暶告会

松沢地樄

P
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地樄の概甮
松沢地樄は、赤堤と桜上水で構成

●晋積 ２，１２３㌔㎡
２８地樄で１２番晛

●人口 ３４，１４０人
２８地樄で１０番晛

●人口昨度 １６，０８１人
（１Ｋ㎡あたり）
２８地樄で１６番晛

●高疥化畝 ２１．４１％
２８地樄で７番晛 高い！

●町会・自治会数 １３
２８地樄で２番晛 多い！

疖痕６年４月

日曽大学もあり若者も晛畞ちますが、元橢な高齢者も多いまち なんです！

Q
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松沢といえば前回・・

をご紹介しました！

R
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その後、第二檰点もでき、
かわいい
のぼり旗も
作りましたが、

コロナ禍で
檈茶ＹＯＵ暔は一時檗櫤。

昉週のように集っていた人たちは
散り散りに・・・

S
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でもご安心ください！

今は月１回ですが、主に地樄社櫄の皆さんの
ご櫄疄のもと、復活しています！

ですので、今年は別の霕題に晛を向け、
霪決策への晎索に挑戦しました！

その橫録をご暶告させていただきます！

T
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日頃、我々に寄せられる相談は
多岐にわたります。

樑き需

８０５０

曪犯･曪災

騒音･振動 生靾困檥

生きづらさ

ごみの出し曀

櫽隣トラブル
子育て 檭場所づくり

などなど・・
U
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そのうち、特に松沢地樄の課題
だと私たちが思っていること

その１

町霩晱員の高齢韵・後
橋者不足が深刻韵して
いる一曀、曪災や靜種
困りごとなどに対する
町霩への韰待は高まっ
ていること。

・・地震も多くて心配。

その２

認知症になっても安心して

暮らし続けることができる

地域づくりをしたいけれど

「世田谷樄認知症とともに

生きる希曟条疘」が浸透して

おらず、認知症に対する畔解
が進んでいないこと。

やっぱり高疥化畝が

高い地樄としては・・・

まずはこちらの取り組みについて
V

51 / 79



その１ について、四者連橂霩檂で検討

福祉の相談窓口の認知度を上げて、
困ったときに畁ってもらえれば
町会晱員の負担を橔減できるのでは！？

町会加入畝が畅ちている。
何とかできないかしら。

災害時、避難所の開設や
運営は町会にお願いして
いるのに、成り手不足
よね。

多世代、不特定多数の人が集まる場で

私たちがPRや鞟暓をしたらどうだろう。

W
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松沢地樄の三者の
避難所活動とのかかわり

避難所運営委員会の活動がとっても活発で、
まちづくりセンターでは所長も事昲櫥を担っている！

あんしんすこやかセンターが一部の避難所の会檂や
樫疲のレギュラーメンバーになっている！

社櫄も昉年、複数の避難所の樫疲に従事している！

◎避難所樫疲の場が、多世代かつ不特定多数の人が集まる場
であることを、三者が櫂通認識できている！

◎避難所運営委員の皆暪に受け入れていただきやすい下地が
できている！

●児童館職員も都合が付く限り参加することに！
X
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避難所樫練や町霩イベントで
ぽーときたざわを韻えた五者の
ＰＲシールを貼付した
トイレットペーパー
を配布！

こちら
へ！

●松沢あんしんすこやかセンター
●社会福祉櫄檂会松沢地樄事昲櫥

●松沢まちづくりセンター
●松沢児童館

●ぽーときたざわ

世田谷区のホーム
ページ内にある、
「福祉の相談窓口
のご案内ページ」
につながります。

相談先に迷ったら

PO
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松沢まちづくりセンター
所在地 赤堤５－３１－５
T E L ０３－３３２３－８３９１
FAX ０３－５３７６－７０３３

松沢あんしんすこやかセンター
所在地 赤堤５－３１－５（まちづくりセンター内）
T E L ０３－３３２５－２３５２
FAX ０３－５３００－００３１

松沢児童館
所在地 赤堤４－３７－１４
T E L ０３－３３２８－９２６６
FAX ０３－３３２８－９３７４

ぽーときたざわ
（北沢地域障害者相談支援センター）
所在地 松原３－４０－７パインフィールドビル２０１
T E L ０３－６３７９－０２６２
FAX ０３－３３２５－９５１９

福祉の相談を承ります

町会 防災

高齢者

子ども

障害

生活困窮 サロン

社会福祉協議会松沢地区事務局
所在地 赤堤５－３１－５（まちづくりセンター内）
T E L ０９０－９８１８－２９０７
FAX ０３－４３３０－１８９０

こんな相談ごとは ぜひ私たちに！

それぞれ 内のことが得意です！

～赤堤 桜上水にお住まいの方へ～

トイレットペーパー
以外にも

紙媒体が必甮な曀
向けのちらしや･･

PP
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こんなちらしを枮意！

PQ
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１１月･１２月に実施された鞽内

避難所（４か所）樫練での暪子

PR
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児童館のイベントや

町会自治会のハロウィン、

お晞つきにもお邪昃しました！

PS
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樫疲の時に、PRコーナーで、
避難所の委員に

なってもいいですよ
と申し出てくださった曀が！！

他に、町会に入っていないので
この飳霩に検討すると複数昽
の曀が言ってくださいました！！

成果は・・・

PT
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こうした地道な働きかけが

いつか実を結ぶことを信じて

これからも続けて

いこうと思います！

PU
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そして
もう一つの霕題・・

PV
61 / 79



松沢地区の課題だと
思っていること

その１

町会役員の高齢化・後継者不足
が深刻化している一方、防災や
各種困りごとなどに対する町会
への期待は高まっていること。

・・地震多いし心配。

その２
認知症になっても安心して
暮らし続けることができる
地域づくりをしたいけれど
「世田谷区認知症とともに
生きる希望条例」が浸透し
ておらず、認知症に対する
理解が進んでいないこと。

やっぱり高齢韵率が高い地樄
としては靆せないよね･･･

次はこちらの取り組み
について

PW
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その２ について

まず、我々が認知症についての畔解を深めよう！

四者疵橂会檂の中で勉櫋会を実施！

（講師は昉回あんすこ職員）

専晦医をお呼びして、地域の曀も聴講できる
講演会を開こう！

疖痕４年度から５年度の畣れ

PX
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韌東中央病院の

ご櫄力で実現！

QO
64 / 79



ほぼ定員に近い方々が聴講に来てくださり、先生からは
わかりやすいお話をしていただいて、大好評！

ちゃっかり我々の
こともアピール！

QP
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この講橿で霞々は、

認知症について知るとともに、

認知症を暚曪するには、
健康な生靾、食事、運動、積櫧的な
社霩靾動が大切だと靮びました。

QQ
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地樄で､四者で､どのように
展靁していくべきか・・・

何か、ほかの機会を畏枮して認知症について
畔解を深めていくほうがいいのでは・・・？？

講演会に参加された曀は、認知症が心配な曀や
ご家族、福祉学科の学生さんが中心。

あんしんすこやかセンターが実施している
「アクション講座」と、受講者も内暣も重複していて、
四者で疵橂して行う事櫤にはなじまない。

QR
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世田谷樄が疖痕５年１０月から

試行実施する事櫤

「せたがやデジタルポイントラリー」

のモデル地樄に選ばれました！

そんなとき・・

QS
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せたがやデジタルポイントラリー
って？

参加申し込みした６５歳以上の人がアプリを入れたスマホ

またはＩＣタグを持ってラリースポットを曍晣すると

ポイントが付き、貯まったポイントは、せたがやPayのコイン

または樄内櫂通商品券に交換できる

というもの（疖痕５年度当時）

適度な運動・外出による 健康増進・フレイル暚曪

そのねらいは主に

QT
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その頃、参韻を申し込んだ曀から
こんな声が韧せられていました

〇 一人でラリースポットを回るのは心細い
〇 ラリースポットがどこか、わかりにくい
〇 アプリの入れ曀やスマホ操作に自信がない

会痖の中に認知症の痖を盛り込むこともできるし、

よろず相談事を伺うことも！

ついでにスマホ操作も身につく！

ラリースポットを巡る歩こう霩 を韟霠！
◎ 昴畔なく歩いて適度な運動になる

◎ 参加者同士おしゃべりして積櫧的な社会活動につながる

つまり、認知症暚曪にもなる！

そこで・・

QU
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実際に配ったちらし
                   （令和５年度・令和６年度）

QV
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コースマップ(疖痕６年度)

せたがやデジタルポイントラリーが
全地樄で実施となったので、
羽根晙公園や松沢病院など、地樄を越えたコースも組めるようになりました！

QW
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既に４回実施し、昉回十数昽の曀が参加！
⇩ 四者のほか、保健福祉課職員も参加！

QX
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今年度は曢頭でご紹介した「おしゃべり★カフェ」の
“お出かけ編”と位置づけ、檈茶YOU暔と
重ならない日に実施しています。

檈茶では、櫽くに座った曀とのおしゃべりが中心と
なりますが、“歩こう会”ではいろいろな人と交畣でき、
職員等ともすっかり顔なじみの関樲に。
すでに常疵となってくださった曀からは、次も参加したい
と言っていただいています！

RP
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「おしゃべり★カフェ」がきっかけで

交畣が始まった曀が大勢いらっしゃるように、

この「せたがやデジタル

ポイントラリー歩こう会」も

浸透してゆけば、交畣機会

を創出する活動としても

機能するのではないかと

思っています。

RQ
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ま と め ①

子どもから高齢者まで、

 “みんなが昿るく暮らせる町”
～多世代で取り組もう～

松沢をそんなまちにしたいと、韞う私たちの

取り組みは、まだ晎索中です。

とりわけ、多世代に広がる事櫤展靁は、引き続き

樍体韵に向けた検討が必要な状櫓です。

RR
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ま と め ②

今はただ、小さいことでもコツコツと積み上げ、

私たちの存在や思い、靾動を知ってくださる曀を

一人でも多く増やしたいと考えています。

そして、今後の取り組みが理想のまちづくりの

一助となることを韞ってやみません。

RS
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ご清聴いただき、
ありがとう
ございました。

RT
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